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	1． 研究目的
※補助事業期間内に何を開発し、または明らかにするのかを具体的に記述すること。

	

	１．研究目的（続き）

	

	２．研究計画・方法

「１．研究目的」を踏まえ、目的を達成するための工程、方法及び実施体制を具体的に記述すること。

※「最先端・次世代研究開発支援プログラムにおける「国民との科学・技術対話」の推進について」（平成22年6月19日総合科学技術会議次世代プログラム運営会議決定）に基づく実施予定も併せて記述すること。

	【全体計画】


	２．研究計画・方法（続き）

	＜平成２２年度＞

	

	＜平成２３年度＞

	

	＜平成２４年度＞

	

	＜平成２５年度＞

	

	３．研究成果・波及効果
※研究期間終了時までに期待される成果及び将来的に期待される研究成果。また、「１．研究目的」が達成されることによってグリーン・イノベーション及びライフ･イノベーションの推進に与える影響、及び、関連研究分野の進展や国民生活における課題解決などの波及効果について、具体的に記述すること。

	

	４．指摘事項への対応
※内閣府から別途、改善すべき点として「計画内容」、「経費」等に対する指摘があった場合には、どのような対策及び措置を講じるのかを記述すること。

	




















※全仕事時間（研究に加えて、教育活動・管理業務等を含めた時間）のうち、当該研究の実施に充てる時間の比率（％）を年度毎に記述すること。
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